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　1970年代にも ｢光化学スモッグ｣ が問題となり
ましたが、近年再び増加傾向にあります。

光化学スモッグとは？
　自動車や工場から排出される窒素酸化物や揮発性
有機化合物が、太陽の強い紫外線と化学反応し「光
化学オキシダント」と呼ばれる物質になります。
　この光化学オキシダントの濃度が高くなると、大
気中に白いモヤがかかった状態になります。この状
態を「光化学スモッグ」と呼んでいます。

光化学スモッグはどんなときに発生するの？
　4月から10月にかけての日差しが強く、気温が
高く、風の弱い日に発生しやすくなります。紫外線
の弱い冬、夜間、曇りや雨の日には発生しません。
　可児市では例年、5月から7月に発生が確認され
ています。

どんな場所に発生するの？
　風とともに汚染物質（窒素酸化物や揮発性有機化
合物）を含んだ空気が移動するので、特に大きな発
生源がなく、二酸化窒素など他の汚染物質の濃度が
低い地域でも光化学オキシダントが高濃度となるこ
とがあります。

健康への影響は？
　光化学オキシダントの濃度が高くなると健康被害
（目がチカチカする、のどが痛くなるなど）が発生
することがあります。軽症で一過性のものがほとん
どですが、子どもや病弱な人は影響を受けやすいの
で注意が必要です。

近年、春から秋にかけて度々耳にする光化学スモッグ情報。
これからの季節、発生する可能性が高くなる「光化学スモッグ」についての知識と
対処法をご案内します。

岐阜県のホームページで岐阜県下の大気状況を確認することが出来ます。
http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11264/taiki/teleme/index.htm

問合先　環境課

光化学オキシダントの濃度が高くなったら？

次の表による注意報以上が発令された場合は、
・市が防災無線でお知らせます。
・�市内の幼稚園、保育園、小中学校へ知らせ、屋外
での活動の自粛を呼びかけます

予　報 注意報 緊急警報

0.1ppm以上 0.12ppm以上 0.4ppm以上

光化学スモッグ発令基準（1時間値）

発令されたらどうしたらいいの？
●屋外での激しい運動や作業は極力控えましょう。
●なるべく窓を閉めましょう。
●�目やのどが痛くなった人
は、洗眼やうがいをし、
保健所に連絡しましょう。
●�自動車の使用はなるべく
控える、若しくは、スピー
ドを控えめにしましょう。
●�呼吸器疾患のある人や、
乳幼児は屋外に出ないよ
うにしましょう。

年　度 予　報 注意報 緊急警報

2007 1回（7/25） 0回 0回

2008 5回（5/22〜7/25） 2回（5/22、5/23） 0回

光化学スモッグ発生回数（可茂地区管内）




